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八
月
一
五
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
首
都
カ
ブ
ー
ル
を
包
囲
し
て

い
た
タ
リ
バ
ン
は
、
ガ
ニ
ー
政
権
の
自
壊
に
よ
り
ほ
ぼ
無
血
で
同
市

を
占
領
し
た
。
奇
し
く
も
、
タ
リ
バ
ン
に
よ
る
カ
ブ
ー
ル
入
城
か
ら

四
日
後
の
八
月
一
九
日
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
独
立
記
念
日
で

あ
っ
た
。
一
九
一
九
年
の
こ
の
日
、
当
時
イ
ギ
リ
ス
保
護
国
下
の
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
第
三
次
ア
フ
ガ
ン
戦
争
を
経
て
独
立
を
獲
得
し

た
。
そ
れ
か
ら
六
〇
年
後
の
七
九
年
一
二
月
に
は
、
そ
の
後
現
在
ま

で
四
〇
年
以
上
続
く
内
戦
の
端
緒
と
な
っ
た
、
ソ
連
の
軍
事
介
入
と

い
う
事
態
が
生
じ
た
。
そ
の
ソ
連
軍
も
長
期
に
及
ん
だ
戦
争
に
疲
弊

し
、
一
〇
年
後
の
八
九
年
二
月
に
は
完
全
撤
退
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
過
去
約
一
〇
〇
年
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
は
イ
ギ
リ
ス
、
ソ
連
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
と
い
う
各
時

代
の
超
大
国
か
ら
軍
事
侵
攻
を
受
け
た
が
、
結
果
的
に
全
て
を
撃
退

し
て
い
る
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
国
際
関
係
の
文
脈
に
お
い
て
、
た

び
た
び
世
界
の
耳
目
を
集
め
て
き
た
が
、
他
方
、
国
内
の
政
治
的
動

向
や
社
会
情
勢
に
つ
い
て
の
理
解
は
不
十
分
な
状
況
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
と
言
え
よ
う
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
現
在
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

の
状
況
と
タ
リ
バ
ン
に
つ
い
て
理
解
す
る
た
め
、
ま
ず
同
国
の
政
治

体
制
を
歴
史
的
に
振
り
返
り
、
時
代
ご
と
の
特
色
に
つ
い
て
全
体
像

を
把
握
す
る
。
そ
の
上
で
、
タ
リ
バ
ン
の
思
想
や
行
動
様
式
の
基
底

を
な
す
考
え
方
を
検
証
す
べ
く
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
流
入
し
た
イ

ス
ラ
ー
ム
思
想
の
主
要
な
類
型
に
つ
い
て
述
べ
る
。
加
え
て
、
タ
リ

バ
ン
と
い
う
組
織
の
構
造
に
つ
い
て
検
討
し
、
今
後
の
タ
リ
バ
ン
統

治
の
課
題
を
考
察
す
る
。

東
京
外
国
語
大
学
講
師

登
利
谷
正
人

内
戦
に
よ
る
混
乱
か
ら
社
会
秩
序
の
回
復
を
目
指
し
、

イ
ス
ラ
ー
ム
学
生
た
ち
が
結
成
し
た
タ
リ
バ
ン
。

国
内
で
は
軍
閥
・
北
部
同
盟
と
の
闘
争
が
続
き
、

多
種
多
様
な
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の
流
入
で
ポ
リ
シ
ー
も
変
化
し
て
き
た
。

そ
の
系
譜
を
た
ど
り
、
今
後
の
統
治
の
か
た
ち
を
考
察
す
る
。

と
り
や　

ま
さ
と　

パ
キ
ス
タ
ン
・
ぺ
シ
ャ
ー
ワ
ル

大
学
大
学
院
留
学
、
上
智
大
学
大
学
院
博
士
後
期

課
程
単
位
取
得
満
期
退
学
。
博
士
（
地
域
研
究
）。

日
本
学
術
振
興
会
特
別
研
究
員
な
ど
を
経
て
現
職
。

専
門
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
地
域
研
究
、

パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
の
言
語
文
化
。
著
書
に
『
近
代
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
家
形
成 

歴
史
叙
述
と
第
二
次
ア

フ
ガ
ン
戦
争
前
後
の
政
治
動
向
』。

タ
リ
バ
ン
と
は
何
か

—
—

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
治
文
化
の
中
で
考
え
る
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近
現
代
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
統
治
体
制
の
変
遷

　

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
イ
ギ
リ
ス
保
護
領
下
か

ら
領
域
的
枠
組
み
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
以
後
現
在
に
至
る

ま
で
の
統
治
体
制
の
変
遷
に
つ
い
て
概
観
す
る
。

　

一
九
世
紀
後
半
、
イ
ギ
リ
ス
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
保
護
国
と

し
た
。
そ
の
上
で
、
ロ
シ
ア
や
イ
ラ
ン
な
ど
周
辺
国
と
の
国
境
画

定
作
業
が
、
基
本
的
に
イ
ギ
リ
ス
主
導
で
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

一
九
一
九
年
の
第
三
次
ア
フ
ガ
ン
戦
争
の
結
果
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

は
独
立
を
達
成
し
た
。

　

独
立
後
の
国
民
統
合
政
策
に
お
い
て
、
当
時
の
国
王
ア
マ
ー
ヌ
ッ

ラ
ー
は
社
会
的
上
層
を
形
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
集

団
で
あ
る
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
を
軸
と
し
つ
つ
、
欧
米
諸
国
の
統
治
制

度
の
導
入
に
努
め
た
。
こ
の
政
策
の
一
環
と
し
て
、
国
家
の
重
要
事

に
つ
い
て
国
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
有
力
者
が
一
堂
に
会
し
議
論
・
採
決

を
行
う
た
め
「
ロ
ヤ
・
ジ
ル
ガ
」
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は
、
ジ
ル
ガ

と
呼
ば
れ
る
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
社
会
に
お
け
る
問
題
解
決
の
た
め
の

議
論
の
場
、
す
な
わ
ち
寄
合
を
、
国
家
の
統
治
機
構
に
ま
で
拡
大
し

た
制
度
で
あ
っ
た
。
他
方
、
ア
マ
ー
ヌ
ッ
ラ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の

長
期
視
察
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
文
化
や
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
で
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
社
会
の
「
近
代
化
」
を
一
挙
に
促
進
し
た
。
こ
の

よ
う
な
急
激
な
社
会
変
化
に
対
し
て
地
方
か
ら
の
反
乱
が
勃
発
し
、

ア
マ
ー
ヌ
ッ
ラ
ー
は
退
位
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
国
外
に
亡
命
し
た
。

　

そ
の
後
、
王
家
の
傍
流
に
あ
た
る
ナ
ー
デ
ル
・
シ
ャ
ー
が
、
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
・
英
領
イ
ン
ド
境
域
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
諸
部
族
の
軍

事
的
支
持
を
得
つ
つ
、
内
乱
を
鎮
圧
し
一
九
二
九
年
に
即
位
し
た
。

そ
れ
か
ら
一
九
七
八
年
の
共
産
主
義
革
命
に
至
る
ま
で
、
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
で
は
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
化
政
策
を
軸
と
し
た
国
民
統
合
が
進

め
ら
れ
た
。
外
交
的
に
は
、第
二
次
世
界
大
戦
以
後
の
米
ソ
冷
戦
期
、

基
本
的
に
中
立
政
策
に
基
づ
く
国
際
強
調
と
、
東
西
両
陣
営
か
ら
の

支
援
獲
得
に
努
め
た
。
こ
の
中
立
政
策
を
象
徴
す
る
よ
う
に
、
同
時

期
に
は
世
界
中
か
ら
新
た
な
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
や
共
産
主
義
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
考
え
方
が
流
入
し
た
。

　

七
八
年
の
革
命
に
よ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
は
共
産
主
義
政
権

が
設
立
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
社
会
の
急
速
な
共
産
主
義
化
が
進

め
ら
れ
た
。
共
産
主
義
政
権
下
で
は
、
文
明
化
・
世
俗
化
の
名
の
下

に
各
地
域
社
会
の
調
整
役
・
相
談
役
と
し
て
機
能
し
て
い
た
イ
ス

ラ
ー
ム
知
識
人
た
ち
を
排
除
し
た
り
、
小
作
人
解
放
に
代
表
さ
れ
る

農
地
改
革
な
ど
が
断
行
さ
れ
る
な
ど
、
極
端
な
社
会
政
策
を
実
施
し

た
。

　

一
連
の
施
策
は
、
地
域
社
会
か
ら
強
い
反
発
を
招
き
、
社
会
は
大

き
く
混
乱
し
た
。
こ
の
よ
う
な
最
中
、
七
九
年
に
は
共
産
主
義
政
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権
内
部
の
対
立
に
介
入
し
た
ソ
連
軍
の
軍
事
侵
攻
を
契
機
に
、
ム

ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー
ン
と
総
称
さ
れ
る
イ
ス
ラ
ー
ム
系
諸
勢
力
が
パ
キ

ス
タ
ン
を
経
由
し
た
西
側
諸
国
の
支
援
を
受
け
つ
つ
、
武
装
闘
争
を

開
始
し
内
戦
が
勃
発
し
た
。
そ
の
後
の
経
緯
は
冒
頭
で
述
べ
た
と
お

り
で
あ
る
。

　

一
九
九
二
年
の
共
産
主
義
政
権
崩
壊
以
降
、
ム
ジ
ャ
ー
ヒ
デ
ィ
ー

ン
諸
勢
力
に
よ
る
政
権
樹
立
が
模
索
さ
れ
た
が
、
各
派
の
対
立
に
基

づ
く
激
し
い
内
乱
が
勃
発
し
、
首
都
カ
ブ
ー
ル
は
こ
の
時
の
内
戦
に

よ
っ
て
壊
滅
的
被
害
を
受
け
た
。
無
政
府
状
態
と
な
り
全
土
で
治
安

は
乱
れ
、
各
地
に
は
軍
閥
勢
力
が
跋
扈
し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の

中
、
社
会
秩
序
の
回
復
を
目
指
す
マ
ド
ラ
サ
（
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
学
を

修
め
る
寄
宿
制
の
教
育
機
関
）
の
「
学
生
た
ち
（
タ
リ
バ
ン
）」
が

決
起
し
た
。

　

当
初
、
混
乱
す
る
社
会
情
勢
を
憂
え
た
人
々
か
ら
支
持
を
集
め
た

タ
リ
バ
ン
は
、
短
期
間
で
各
地
を
ほ
と
ん
ど
無
傷
で
制
圧
し
た
。
し

か
し
、
対
タ
リ
バ
ン
に
お
い
て
協
力
関
係
を
結
ん
だ
ム
ジ
ャ
ー
ヒ

デ
ィ
ー
ン
勢
力
に
よ
り
「
北
部
同
盟
」
が
結
成
さ
れ
た
こ
と
で
、
戦

争
状
態
が
継
続
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
統
治
経
験
の
な
い
タ

リ
バ
ン
の
支
配
に
大
旱
魃
が
重
な
り
、
人
々
の
失
望
も
高
ま
っ
て

い
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
９
・
11
が
発
生
し
、
タ
リ
バ
ン
政
権
は

崩
壊
し
た
。
そ
の
後
は
、
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
国
際
社
会
に
よ

る
「
新
国
家
建
設
」
と
復
興
支
援
が
実
施
さ
れ
た
。
し
か
し
、
カ
ル

ザ
イ
・
ガ
ニ
ー
両
政
権
は
旧
北
部
同
盟
の
「
軍
閥
」
組
織
を
内
包
し

た
た
め
、政
府
内
部
も
地
域
や
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
に
基
づ
き
分
断
さ
れ
、

権
力
闘
争
が
常
態
化
す
る
な
ど
、
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
た
。

イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の
流
入
と
タ
リ
バ
ン

　

タ
リ
バ
ン
の
思
想
や
行
動
原
理
は
近
現
代
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
お

け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の
流
入
過
程
を
振
り
返
る
こ
と
で
、
理
解
が

容
易
と
な
る
。
そ
こ
で
、
二
〇
世
紀
半
ば
以
降
、
国
外
か
ら
流
入
し

大
き
な
影
響
を
与
え
た
主
要
な
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の
流
入
過
程
を
三

つ
に
分
類
し
て
簡
潔
に
述
べ
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
の
ア
ズ
ハ
ル
大
学
に
留
学

し
、
当
地
で
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
に
も
加
盟
し
た
留
学
生
を
通
じ
て
、

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
新
た
な
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
が
流
入
し
た
。
カ

ブ
ー
ル
大
学
で
は
こ
の
新
た
な
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
に
つ
い
て
学
ぶ
た

め
の
研
究
会
が
結
成
さ
れ
、
大
学
の
教
員
や
学
生
が
集
っ
た
。
こ
の

学
内
の
研
究
会
は
後
の
イ
ス
ラ
ー
ム
協
会
の
前
身
で
あ
り
、
ラ
ッ

バ
ー
ニ
ー
、
ヘ
ク
マ
テ
ィ
ヤ
ー
ル
、
ア
フ
マ
ド
・
シ
ャ
ー
・
マ
ス
ー

ド
な
ど
、そ
の
後
対
ソ
連
・
共
産
主
義
政
権
戦
争
を
戦
っ
た
ム
ジ
ャ
ー

ヒ
デ
ィ
ー
ン
の
主
軸
と
な
る
人
々
が
参
集
し
た
。
こ
の
よ
う
な
イ
ス

ラ
ー
ム
思
想
の
流
入
と
並
行
し
て
、
共
産
主
義
思
想
も
流
入
し
、
政
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治
・
社
会
・
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

　

ま
た
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
土
の
大
半
を
占
め
る
地
方
部
、
特

に
東
部
・
南
部
を
中
心
と
し
た
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
人
が
分
布
す
る
地

域
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
以
降
、
現
パ
キ
ス
タ
ン
に
位
置
し
た
連

邦
直
轄
部
族
地
域
（
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ａ
・
二
〇
一
八
年
に
州
へ
の
併
合
に
よ

り
消
滅
）
か
ら
新
た
な
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
が
流
入
し
た
。
当
該
地
域

で
は
、
無
数
に
存
在
す
る
部
族
社
会
間
を
連
結
す
る
仲
介
者
と
し
て

の
イ
ス
ラ
ー
ム
知
識
人
た
ち
が
、
主
に
人
的
な
結
び
つ
き
に
基
づ
く

独
自
の
知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
一
九
世

紀
中
期
に
近
代
イ
ス
ラ
ー
ム
改
革
思
想
を
教
育
・
研
究
す
る
た
め
イ

ン
ド
北
部
に
設
立
さ
れ
た
マ
ド
ラ
サ
、
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
院
の
影
響

を
受
け
た
も
の
で
あ
っ
た
。
デ
ー
オ
バ
ン
ド
学
派
と
総
称
さ
れ
る
南

ア
ジ
ア
の
知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
軸
と
し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
は
、
Ｆ
Ａ

Ｔ
Ａ
を
中
心
に
在
地
の
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
社
会
の
慣
習
と
結
合
し
、

地
域
の
社
会
規
範
や
慣
習
の
あ
り
方
を
変
化
さ
せ
つ
つ
、
新
た
な
秩

序
形
成
を
促
し
た
。

　

加
え
て
、
対
ソ
戦
争
期
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
流
入
し
た
ア
ラ
ブ

義
勇
兵
な
ど
を
通
じ
た
、
ア
ラ
ブ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
の
流
入
の
影

響
も
重
要
で
あ
る
。
ア
ラ
ビ
ア
語
を
介
し
て
直
接
「
本
場
」
の
イ
ス

ラ
ー
ム
思
想
に
触
れ
た
若
者
た
ち
は
、
既
存
の
地
域
社
会
に
お
い
て

当
然
視
さ
れ
て
き
た
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想
に
疑
問
を
抱
い
た
。

　

そ
の
他
の
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
含
め
、
多
様
な
イ
ス
ラ
ー
ム
思
想

が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
流
入
し
、
人
々
の
認
識
や
社
会
形
成
に
多
大

な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
こ
れ
ら
の
思
想
は
有
機
的
な
結
合
と
融
合
に

よ
り
、
常
に
変
化
し
つ
つ
拡
大
・
発
展
し
て
い
る
。
特
に
、
地
方
部

で
は
伝
統
的
な
部
族
的
価
値
観
や
慣
習
が
、
新
た
な
イ
ス
ラ
ー
ム
思

想
の
流
入
に
よ
り
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
年
長
者
と
若
年
層
と
の

対
立
や
摩
擦
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
。
タ
リ
バ
ン
の

思
想
や
行
動
様
式
も
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
流
入
し
た
さ
ま
ざ
ま
な

思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

タ
リ
バ
ン
内
部
の
状
況

　

タ
リ
バ
ン
の
中
核
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー
は
、
三
つ
に
大
別
さ
れ

る
。
第
一
に
、
結
成
初
期
か
ら
の
古
参
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
関
係
者
た

ち
で
あ
る
。
結
成
時
の
メ
ン
バ
ー
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
南
部
の
マ
ド

ラ
サ
の
学
生
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
創
設
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ

た
モ
ッ
ラ
ー
・
オ
マ
ル
を
は
じ
め
、
九
月
に
発
表
さ
れ
た
「
暫
定
政

権
」に
お
い
て「
首
相
」と
位
置
付
け
ら
れ
た
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ハ
サ
ン
・

ア
ー
ホ
ン
ド
や
、「
副
首
相
」
に
任
命
さ
れ
た
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ガ
ニ
ー
・

バ
ラ
ー
ダ
ル
な
ど
が
こ
の
分
類
に
該
当
す
る
。
加
え
て
、「
暫
定
政

権
」
に
お
い
て
、
国
防
相
代
行
に
選
出
さ
れ
た
モ
ハ
ン
マ
ド
・
ヤ
ァ

ク
ー
ブ
は
創
設
者
オ
マ
ル
の
息
子
で
あ
る
が
、
彼
の
よ
う
に
創
設
メ
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ン
バ
ー
の
「
第
二
世
代
」
も
タ
リ
バ
ン
の
中
核
を
な
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、
一
九
九
〇
年
代
中
盤
の
タ
リ
バ
ン
に
よ
る
治
安
維
持
と

社
会
の
安
定
と
い
う
目
標
に
共
鳴
し
、
比
較
的
初
期
段
階
で
タ
リ
バ

ン
に
加
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
た
ち
で
あ
る
。
特
に
重
要
な
人
物
た
ち
と

し
て
、
七
〇
年
代
前
半
の
ダ
ー
ウ
ー
ド
政
権
期
か
ら
政
府
批
判
を
繰

り
返
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
に
亡
命
し
、
そ
の
後
対
ソ
戦
争
に
参
画
し
た

ユ
ー
ヌ
ス
・
ハ
ー
リ
ス
ら
が
い
る
。ハ
ー
リ
ス
は
イ
ス
ラ
ー
ム
党
ハ
ー

リ
ス
派
を
率
い
、
八
〇
年
代
に
は
パ
キ
ス
タ
ン
軍
の
情
報
機
関
や
ア

メ
リ
カ
Ｃ
Ｉ
Ａ
か
ら
支
援
を
受
け
、対
ソ
連
・
共
産
主
義
政
権
と
戦
っ

た
。
と
こ
ろ
で
、
ハ
ー
リ
ス
の
側
近
と
し
て
同
派
の
ナ
ン
バ
ー
２
を

務
め
て
い
た
人
物
が
、
後
に
ア
メ
リ
カ
な
ど
か
ら
「
テ
ロ
組
織
」
と

名
指
し
さ
れ
、「
ハ
ッ
カ
ー
ニ
ー
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
た

ジ
ャ
ラ
ー
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ハ
ッ
カ
ー
ニ
ー
（
タ
リ
バ
ン
「
暫
定
政

権
」
で
内
相
代
行
に
任
命
さ
れ
た
セ
ラ
ー
ジ
ュ
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ハ
ッ

カ
ー
ニ
ー
の
父
）
で
あ
っ
た
。
ハ
ー
リ
ス
派
は
東
部
ナ
ン
ガ
ル
ハ
ー

ル
州
を
地
盤
と
し
、同
州
各
地
の
部
族
諸
勢
力
を
基
盤
と
し
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、ハ
ー
リ
ス
や
ジ
ャ
ラ
ー
ル
ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ハ
ッ
カ
ー
ニ
ー

ら
ハ
ー
リ
ス
派
の
中
心
メ
ン
バ
ー
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
北
西
部
の
デ
ー

オ
バ
ン
ド
系
マ
ド
ラ
サ
で
あ
る
ハ
ッ
カ
ー
ニ
ー
学
院
で
学
び
、
そ
の

後
も
長
く
パ
キ
ス
タ
ン
を
拠
点
に
闘
争
を
継
続
し
た
。
そ
の
た
め
、

ハ
ー
リ
ス
派
も
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
デ
ー
オ
バ
ン
ド
系
の
イ
ス

ラ
ー
ム
思
想
の
影
響
を
色
濃
く
受
け
た
。
加
え
て
こ
の
時
期
、
対
ソ

連
戦
争
に
加
わ
る
た
め
、
後
に
ア
ル
カ
イ
ダ
を
結
成
す
る
オ
サ
マ
・

ビ
ン
・
ラ
ー
デ
ィ
ン
ら
多
く
の
ア
ラ
ブ
義
勇
兵
が
来
訪
し
た
が
、
彼

ら
を
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
支
援
し
た
の
も
、
ア
メ
リ
カ
や
パ
キ
ス
タ
ン

で
あ
っ
た
。
ソ
連
撤
退
後
に
行
き
場
の
な
く
な
っ
た
オ
サ
マ
・
ビ
ン
・

ラ
ー
デ
ィ
ン
ら
ア
ル
カ
イ
ダ
の
メ
ン
バ
ー
を
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
受

け
入
れ
た
の
は
、か
つ
て
共
に
闘
っ
た
ハ
ー
リ
ス
派
で
あ
っ
た
。ハ
ー

リ
ス
派
の
タ
リ
バ
ン
へ
の
合
流
に
と
も
な
い
、
ア
ル
カ
イ
ダ
と
タ
リ

バ
ン
と
の
共
闘
関
係
が
生
ま
れ
た
。

　

治
安
情
勢
が
き
わ
め
て
混
乱
し
て
い
た
九
〇
年
代
中
盤
は
、
治
安

回
復
と
社
会
的
安
定
を
求
め
、
非
パ
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ン
を
含
め
た
一
定

の
知
識
層
が
タ
リ
バ
ン
に
加
わ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
、

タ
リ
バ
ン
の
中
枢
を
構
成
す
る
指
導
層
は
、
国
内
を
含
め
デ
ー
オ
バ

ン
ド
系
の
マ
ド
ラ
サ
で
教
育
を
受
け
て
い
る
場
合
が
多
く
、
パ
キ
ス

タ
ン
や
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
イ
ス
ラ
ー
ム
関
連
の
学
問
を
学
ん
だ
経

験
の
あ
る
者
も
存
在
す
る
。

　

し
か
し
、
タ
リ
バ
ン
メ
ン
バ
ー
の
圧
倒
的
多
数
は
、
単
純
に
勢
力

拡
大
に
乗
じ
て
「
強
者
に
媚
び
る
」
形
で
参
画
し
た
者
た
ち
で
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
現
在
も
同
様
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
明
確
な
加
入
・
脱

退
条
件
が
存
在
し
な
い
タ
リ
バ
ン
構
成
員
は
、
非
常
に
緩
や
か
に
ま

と
ま
っ
た
集
合
体
だ
と
も
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
一
度
タ
リ
バ
ン
が
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勢
い
を
失
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
大
部
分
を
占
め
る
人
々
が
空
中

分
解
す
る
こ
と
は
必
定
で
あ
ろ
う
。

「
タ
リ
バ
ン
政
権
」
統
治
の
課
題

　

タ
リ
バ
ン
は
も
と
も
と
、
長
期
間
に
お
よ
ぶ
戦
乱
か
ら
生
ま
れ
、

社
会
秩
序
の
回
復
、
つ
ま
り
治
安
維
持
と
社
会
的
安
定
を
掲
げ
た
組

織
で
あ
っ
た
。
現
在
も
こ
の
基
本
的
な
軸
は
変
化
し
て
い
な
い
。
し

か
し
、
タ
リ
バ
ン
中
枢
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
、
対
ソ
戦
争
期
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
、
絶
え
間
な
く
戦
闘
を
継
続
し
て
き
た
。
一
九
九
六
〜

二
〇
〇
一
年
の
間
は
国
土
の
九
割
を
支
配
し
た
も
の
の
、
大
旱
魃
や

国
際
的
な
経
済
制
裁
、
あ
る
い
は
女
性
隔
離
や
公
開
処
刑
な
ど
に
見

ら
れ
る
当
時
の
タ
リ
バ
ン
統
治
に
対
す
る
国
際
的
批
判
の
高
ま
り
を

受
け
、
内
政
・
外
交
両
面
に
お
い
て
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
直
面
し

て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
結
成
か
ら
ま
も
な
く
三
〇
年
に
な
ろ
う
と

す
る
タ
リ
バ
ン
は
、
実
際
に
内
政
・
外
交
を
実
施
し
た
経
験
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
政
治
的
実
務
を
担
え
る
人
材
も
ご
く
わ
ず
か
で
あ
る
と

言
え
る
。
ま
た
、
経
済
的
側
面
か
ら
考
え
た
場
合
、
基
幹
産
業
で
あ

る
農
業
は
長
年
の
戦
争
と
旱
魃
に
よ
り
極
め
て
大
き
な
被
害
を
受
け

て
お
り
、
国
際
的
な
支
援
も
一
部
を
除
き
停
滞
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
た
め
、
今
後
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
陥
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。
政
治
運
営
と
社
会
・
経
済
政
策
の
面
で
安
定
を
も
た
ら
す
こ
と

が
で
き
ず
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
人
々
の
生
活
状
況
が
な
お
一
層
苦

し
い
も
の
に
な
っ
た
場
合
、
タ
リ
バ
ン
に
対
す
る
人
々
の
不
満
が
高

ま
り
、
そ
の
対
応
を
め
ぐ
り
タ
リ
バ
ン
内
部
で
分
裂
が
起
こ
る
可
能

性
も
否
定
で
き
な
い
。

　

多
民
族
国
家
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
、
各
地
域
に
分
布
す
る
エ
ス

ニ
シ
テ
ィ
集
団
の
ま
と
ま
り
が
強
調
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
る
分
断
が
対

立
構
造
を
生
ん
で
き
た
。
他
方
、
現
在
の
タ
リ
バ
ン
は
、
そ
の
よ
う

な
考
え
か
ら
脱
却
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
名
の
下
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

国
民
と
し
て
の
一
体
性
を
強
調
し
、
民
族
ご
と
の
相
違
を
超
克
し
よ

う
と
す
る
姿
勢
が
見
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
タ
リ
バ
ン
指
導
部
が
そ

の
よ
う
な
統
治
方
針
を
有
し
て
い
て
も
、
各
人
の
持
つ
思
考
が
す

ぐ
に
変
化
す
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
ハ
ザ
ラ
人
な
ど
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
ー
に
対
す
る
蔑
視
と
い
う
傾
向
は
す
ぐ
に
は
な
く
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
他
方
、
近
年
は
ハ
ザ
ラ
人
と
並
ん
で
Ｉ
Ｓ
ホ
ラ
ー
サ
ー
ン

州
に
よ
る
主
要
攻
撃
対
象
に
な
り
、
人
口
が
激
減
し
て
い
る
非
ム
ス

リ
ム
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
は
、
い
っ
そ
う
厳
し
い
状
況
に

直
面
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
地
方
と
都
市
間
で
の
社
会
感
覚

の
差
異
へ
の
対
処
、
欧
米
な
ど
が
懸
念
す
る
女
性
や
人
種
を
め
ぐ
る

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
政
策
を
策
定
・
実
行
し
て

い
く
の
か
な
ど
課
題
も
多
く
、
今
後
の
タ
リ
バ
ン
に
よ
る
国
家
運
営

は
多
難
な
状
況
が
続
く
と
言
え
よ
う
。
●




